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令和元年第６回加西市教育委員会会議録 

 

 

１ 開会日時   令和元年６月 19日（水）   14時 00分 

２ 閉会日時       同 日         14時 49分 

３ 開催場所   加西市役所 １階多目的ホール 

４ 出 席 者   教 育 長       兼 松 儀 郎 

委    員       多 田 久 子 

委    員       沼 澤 郁 美 

委    員       楠 田 初 美 

委    員       中 川 和 之 

 

５ 上記出席者及び傍聴人を除き、会議に出席した者の氏名 

         教育部長           本 玉 義 人 

教育総務課長         今 西 利 夫 

         学校教育課長         安 富 重 則 

         こども未来課長        伊 藤   勝 

         生涯学習課長         森   幸 三 

図書館長           菅 野 広 美 

         総合教育センター所長     常 峰 修 一 

生涯学習課主幹        永 井 信 弘 

こども未来課主幹       周   夕 美 

         教育総務課長補佐兼総務係長  松 田 ちあき 

 

６ 付議事項 

 

議案第２１号 平成 30年度 加西市教育委員会点検評価について 

 

７ 議題となった動議を提出した者の氏名 

なし 

 

８ 質問及び討議の内容 
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議案第２１号 平成 30年度 加西市教育委員会点検評価について 

 

教育総務課長より説明する。 

平成 30 年度加西市教育委員会点検評価について、評価委員会における審議を行うため、

教育委員会による評価を別紙のとおりとすることにつき、委員会の議決を求めるものであ

る。 

精査いただいた平成 30年度点検評価シート（案）について、字句の訂正や内容における

表現方法など、ご指摘のあった箇所については、各担当課において再点検し、修正したもの

を最終案として本日お手元に配布させていただいている。 

 

具体的な修正箇所について、説明を行った。 

 

この教育委員会の点検評価は、平成 19年の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

改正により、平成 20年度から、「教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない」こととなった。 

本日の議案は、過日、各教育委員からいただいたご意見を踏まえ、教育委員会事務局とし

て、点検・評価の報告書を作成したものである。 

この報告書は、本日の定例教育委員会で可決された後、点検・評価の客観性を確保するた

め、７月３日の評価委員会でお二人の学識経験者のご意見（知見）をいただき、報告書を作

成、完成させる予定である。 

 

〈各課からの補足説明〉 

こども未来課長より「重点目標１」の「実践目標１」について補足説明を行う。 

実践目標について教育委員より修正案をいただいたが、実践目標は、教育の重点の言葉を

そのまま引用しているため、ご指摘はあったが、修正を見送った。 

 

生涯学習課長より教育委員からの「公民館事業がマンネリ化になっていないか」という指

摘について補足説明を行う。 

「重点目標２」の「実践目標１」についての取組は「学習機会を提供する」であり、公民

館主催講座の年間講座数の目標数値を昨年の 44 講座から今年は 55 講座に増やしている。

これは、「公民館の誘い」に記載されている連続講座 40と夏季、冬季などの単発講座 15を

想定したものである。 
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このうち、善防公民館の将棋、中央公民館の茶道、生け花などの伝統文化を学ぶ、こども

講座や善防わくわく土曜体験教室などの他の課とのコラボ事業などは、国の補助金を活用

している関係もあり、長く続けている。 

マンネリ化を防ぐために、公民館主催講座は、原則３年をめどに変更していくこととして

おり、参加者の多い人気のある講座は引き続いて３年をめどに、また参加者の少ない講座は

３年を待たずに変更している場合もある。それぞれ、講座の最後にアンケート等で内容の評

価を受けながら検討を行い、マンネリ化にならないように対応している。 

 

図書館長より教育委員からの「前回、学校図書館と図書館で本を共有してはどうかという

提案があったが、実際はどうだったのか」との質問について補足説明を行う。 

「重点目標１」の「実践目標３」「取組２」について、取組状況・成果欄の学校連携事業

の取組一覧の市内小・中・特別支援学校、幼保園への団体貸出託送サービスの実績数は 2,378

冊となっている。学校・幼保園から依頼があった図書館の本について、年間 52回の託送サ

ービスを行っており、平成 27年度からの学校連携事業により支援を行っている。 

 

９ 議決事項 

 

議案第２１号 平成 30年度 加西市教育委員会点検評価について 

 

 原案通り可決 

 

１０ 報告事項 

 

教育長 

通例の報告に先立ち、教育長の職務代理者について報告を行う。 

現在多田委員を職務代理者に指名しているが、多田委員は６月 26日をもって退任される

予定である。委員の在任状況を踏まえ、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 13条

第２項の規定により、沼澤委員を職務代理者として指名する。 

始期は、令和元年６月 27日からとする。 

 

その他の主な事項について報告する。 

５月 30日（木）総合教育会議 

５月 31日（金）第 1回兵庫県都市教育長協議会（たつの市） 
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６月３日（月）市議会本会議（第１日） 

６月４日（火）教育委員会評価委員会委員の委嘱（神戸市：兵庫教育大学） 

６月４日（火）北播磨採択地区協議会（三木市） 

６月 10日（月）管理職選考に係る研修会 

６月 11日（火）教育委員計画訪問（北条東こども園・富田小学校・北条東小学校） 

６月 11日（火）加西市小中連携教育推進委員会 

６月 12日（水）加西市文化財審議委員会（北条町小谷区公民館） 

６月 13日（木）市議会本会議（第２日） 

６月 14日（金）市議会本会議（第３日） 

６月 18日（火）総務常任委員会 

 

学校教育課長 

平成 30年度加西っ子の体力・運動能力、運動習慣等調査の報告について説明をする。 

2019年４月発行リーフレット「かさい教育ねっと特集号」は、平成30年４月から７月ま

でに小学校５年生と中学校２年生を対象に実施された体力テスト及び運動習慣、生活習慣

等に関する質問紙調査による加西っ子の体力・運動能力、運動習慣などの調査結果を報告

したものである。 

本調査は、子どもたちの体力低下が問題視される中で、体力や運動習慣等の状況を分

析・考察し、体力の向上を図るための方策を検討することをねらいとしている。 

平成30年度教育委員会点検評価における「重点目標１」の「実践目標５」「取組１」に

ついては、この調査結果をもとにお示しをしている。 

 

具体的な、加西市の児童生徒の状況であるが、小学校５年生男子は８種目中１種目が全

国平均以上、小学校５年生女子は８種目中５種目、中学校２年生男子は９種目中２種目、

中学校女子は９種目中４種目が全国平均以上の結果であった。 

今回は、小学校５年生男子が８種目中、全国平均を上回ったのが１種目のみであったと

いうこともあり、平成29年度よりも低調な結果となっている。 

 

種目ごとの結果では、加西市の児童生徒は、20ｍシャトルランや持久走など持久力が得

意である一方、苦手としているのは、上体起こしと長座体前屈であった。 

また、加西市の児童生徒のかねてからの課題であった柔軟性については、昨年度から小

学校の体育担当者会で「加西っ子柔軟性チェックシート」を作成・活用したことにより、

３年前の結果と比較して、男子を中心に改善が図られていることが分かる。 



5 

 

生活習慣については、「難しいことにでも失敗を恐れないで挑戦する」「ものごとを最

後までやりとげてうれしかったことがある」という質問に対して、肯定的な回答をする児

童生徒が多く、「前向きな気持ち」「達成感の経験」などが、加西市の児童生徒の成長に

大きな好影響を与えていることが見て取れる。 

 

加西市では、かさい体力向上プロジェクト委員会を組織し、本調査の結果から明らかに

なったことを具体的な授業場面や生活場面でどう体力向上に生かしていくかを議論してい

ただいている。 

特に中学校の体育の授業が半数も「楽しくない」となっていることについて、その理由

を把握する必要性を点検評価でも教育委員よりご指摘いただいている。 

体育の授業は、教科の目標に到達できるようにするため、個に応じた目標、規律、仲間

づくり、がんばり合える集団作りなどの観点から授業を構成している。まさに道徳性を育

成する機会でもあり、その意味で、単に楽しいだけの授業ではなく、克服型の授業を行っ

ており、総合教育センターの講座や研修において、指導力の向上を図っているところであ

る。 

体力・運動能力は決して学校の授業の中だけで向上するものではないため、本リーフレ

ットを利用し、家庭や地域と連携しながら子どもたちの体力の向上、健やかな体づくりに

今後も努めて参りたいと考えている。 

 

こども未来課長 

（仮称）泉こども園の名称について説明する。 

 加西市では、来年４月の開園を目指して（仮称）泉こども園の整備を進めている。 

昨年、「泉こども園」という同じ名称の私立のこども園が加東市にあることが判明した。

同業の私立の園に対して、行政が後から同じ名前を付けるのは問題があるのではないかと

いうことで、顧問弁護士にも相談をし、検討をした結果、最終的には、名称を変更する方が

良いとの判断に至った。 

 但し、「泉」という地域でのこども園ということもあり、「泉」という言葉を入れた形で名

前を考えようと、先月５月 22 日から 27 日の間に保護者説明会を４地域で開催した。６月

11 日には、保護者の意見を参考にしながら考えていきたいとの趣旨で、各園で保護者アン

ケートを配布した。 

アンケートには、９つの候補があり、さらにこの中にふさわしいと思う名前が無ければ、

10番目にその他の名称として自由に書いて頂くという内容のものである。 

回収は６月 20日を予定しており、６月下旬で集計をし、園長会で確認した上で、アンケ
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ート結果を７月９日以降に保護者に配りたいと考えている。 

そして、最終的に新たな名称については、来月の定例教育委員会でアンケート結果を各委

員にご覧いただいた上で、ふさわしいと思われるものを正式に決定したいと考えている。 

 

教育委員からの質問およびこども未来課長の回答 

 

・（仮称）泉こども園の名称で、すぐに「名前はどうですか」という形式のアンケートで

はなく、ある程度の提案が９項目も考えられており、選択もしやすいと思う。また、その

他の名称という事で、他の意見も聞けるようになっているので、アンケートとしては答え

やすいと思った。この名称の９つの案は、こども未来課の方で考案したものであるのか。 

（回答）９つの候補のうち、８つは、教育委員会の中から提案したものである。残りの 1

つについては、保護者説明会をさせていただいた後に、保護者の娘さんで現在、中学生の

方が、「今度妹が新しいこども園に行くので、私が考えてきました」と提案いただいたも

のが含まれている。 

 

・泉には「いなほ」という言葉も係わりがあるのか。 

（回答）小学校の校章の中に稲穂をモチーフにした学校があり、泉も米どころであるとい

う想いがあったと聞いている。 

 

教育委員からは、泉こども園の名称に関するアンケートの準備が着々と進んでいるこ

とがよく分かった。アンケートの候補名の中に「泉こども園」という名前がなく、不思議

に思っていたが、他市の園名と重ならないようにという心遣いがあったということを今

知った。この中から、良い名前が付くことを希望するとのご意見があった。 

 

図書館長 

図書館協議会委員の公募について説明する。 

図書館では、現在の図書館協議会委員の任期が８月 31日までとなっているため、募集人

員を２名以内として協議会委員を一般公募している。 

年２、３回図書館協議会を開催して、図書館の運営や活動にご意見ご提言をいただき、よ

り親しみやすく利用しやすい図書館にしていこうとするものである。 

加西広報６月号と図書館ホームページに掲載し、図書館の３階入り口と４階にチラシを

置き募集している。 

 



7 

 

次に夏休みキッズイベントについて説明する。 

図書館では、夏休みのキッズイベントを①親子で楽しもうキッズ工作「あやつりロボット

を作ろう」と、チラシ裏面の②「図書館お仕事体験」の２つを開催する。 

受付は、７月 13日土曜日 10時から３階カウンターで行う。 

広報７月号と図書館ホームページに掲載し、市役所、公民館、オークタウン、総合教育セ

ンターと小学校、特別支援学校にポスターとチラシを配布する予定である。 

 

教育委員からの質問および図書館長の回答 

 

・６月 30日からの行事は、例年開催している行事であるのか、それとも今年初めて開催

するのか。 

（回答）例年開催しているものである。昨年は本物の笹を飾り、願い事を書いてもらい吊

るしていたが、今年は紙で作成した笹に願い事を書いてもらう予定である。 

 

・夏休みの行事は人気があるのか。平均何名ぐらいの参加があるのか。 

 （回答）大変人気があり、毎年受付時には列ができている。受付時間の１時間くらい前か

ら並ばれることもある。そのイベントにより参加人数が限られている。今回は小学生の親

子 20組の定員で、あやつりロボットを作ろうという企画である。 

また、図書館お仕事体験は、スタッフが教える関係で、午前の部と午後の部とそれぞれ

３名を考えており、合計６名の小学校５、６年生に図書館のお仕事体験をしてもらうもの

である。 

 

 ・おはなし会というのは、ボランティアの方がされるのか。 

 （回答）毎週土曜日のおはなし会は、ボランティア団体のかさい・えほんの森の方に順番

にしていただいており、木曜日のえほんのひろばは図書館スタッフが行っている。 

 

 ・図書館協議会委員は、加西市内に居住・在勤の 20歳以上の方とあるが、大学生とか学

生の方でも 20歳以上であれば良いということなのか。 

 （回答）図書館を利用し、ご意見を持たれている方であれば、20 歳以上の学生でも対象

である。 

 

総合教育センター所長 

令和元年度加西市教職員教育講演会について説明する。 
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 前回の定例教育委員会で、お配りさせていただいた報告のとおり、７月 26日に大阪教育

大学教授の藤田大輔先生をお招きして、健康福祉会館で開催する。大阪教育大学附属池田小

学校の事件の後に、その校長を務められ、危機管理体制の立て直しに取り組まれた経験を通

して、「学校安全の考え方・進め方」というテーマでご講演をいただく予定である。くしく

も川崎で児童が巻き込まれた事件も起こっている。市内の全教職員を対象に研修ができれ

ばと計画している。 

 

教育委員からの質問および総合教育センター所長の回答 

 

・総合教育センターの行事予定で、11日に「学校・警察・総合教育センター連絡会」とあ

るが、警察の方も入られての連絡会であるのか。 

（回答）警察は刑事生活安全課の係長と交通安全面で交通課の課長との出席で、指導を仰

ぎながら、情勢等も教えていただくことになっている。臨席者については、各学校の生徒

指導担当、センター職員等で、“いじめ”をはじめとする問題行動等の対応について話し

合いをするものである。この 11日には、特に、今、問題になっている SNS関係の話をサ

ポートセンターの筒崎さんを講師に招き、研修を重ねる予定である。 

 

１１ 協議事項 

  なし 

 

１２ 教育委員の提案 

  なし 

 

１３ 今後の予定について 

・第７回定例教育委員会 ７月 23日（火）14:00～４F入札室（大） 

・第８回定例教育委員会 ８月 20日（火）14:00～１F多目的ホール 

 

・令和元年度加西市教育委員会点検評価委員会 ７月３日（水）19:00～４F入札室（大） 

 

１４ その他 

  なし 
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この会議録は、事務局員が作成したものであるが、真正であることを認め、ここに署名す

る。 

 

 

令和元年６月 19日 

 

 

出席者 

 

（出席者署名） 


